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Abstract
A high sensitivity Laser Radar have been constructed using a powerful dye laser for the
purpOse of the meteorological observations,especia■y``lFam se"fog,and snow cloud
The Laser Radar systenl consists of a high po、lrer laser and a large diameter telescope of 50
cm, connected to a photomultipher and signal management aparatus, and the telescope are
included in a 5 1n dia astronoHュic dome
The meteorOlogical observations of“Yamase"fog and snOw cioud have been successfuHy
performed these several years
ln this paper,、、「e would like to report the laser radar system developed in our co■ege,and
the“Yamase'' obser、「ations in these four years
1.序 論
青森県は,国内でも有数の自然状態が厳しい
土地となっている。冬期は, 日本海側の大量の
降雪や積雪,積雪が少なくても気温が極端に低
く,強い季節風によって生じる地摩がきの発生 ,
また太平洋側では,夏期における「やませ」現
象による稲作の不作など,他の地域に見られな
い厳しい自然がある。
本学の所在地である八戸は,藩政時代からや
ませ現象に悩まされ続 lすており,対策に知恵を
しlよっている。しかし,やませの実体がわから
ないため,行き当た り的な対策に終わ りがちで
あり,農家が期待するほどの成果は上がってい
ない。
昭和 59年度に農林省の肝入 りで三陸沿岸で
バルーンを用いて行われたことがあるが,観測
地点が限られるほか,人員・機材の準備が大変
昭和63年10月31日受理
電気工学科教授
エネルギーエ学科助教授
で, しばしば実施できる体制にはない。農林省
の東北農業試験場などでは,気象衛星による観
測も考えているが, これは巨視的な観測は可能
としても,「やませ」のような極めて局地的な気
象現象には無力である。このため, これらの観
浪」手段を強力にバックアップするものが必要で
あり, この期待に十分応じることのできるもの
として, レーザ・レーダシステムが挙げられる。
レーザ・ レーダは,観淑1地ッ点からレーザ光を
発射し,散乱光を受信することによって,居な
がらにして観測でき, しかも,立体的にリアル
バイムでデーかを処理できる,非常に画期的な
観測方法である。さらに,色素 レーザを使用し
たレーザ・ レーダの特徴は, レーザの波長が自
由に変えられるため,原子・分子の識別が可能
であるのみならず,雲や霧の粒径分布の測定も
可能であることである。また,快晴時のやませ
(晴れやませ)の場合は,波長を変え観浪」するこ
とによって温度分布の推定も可能となる。本報
告は,本学レーザ・ レーダ・システムの概要な
らびにここ数年に亘って継持続的に観狽」されて
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